
- 1 -（了）

令和５年第３回北海道議会定例会 一般質問 開催状況
開催年月日 令和５年９月２７日（水）
質 問 者 日 本 共 産 党 真下 紀子 議員
答 弁 者 保健福祉部長 道場 満

質 問 内 容 答 弁 内 容

一 物価高騰対策等について 【保健福祉部長】
（二）医療・福祉等への価格高騰対策の強化について はじめに物価高騰対策等に関し、医療機関等への
最低賃金が上がっているとはいえ、７月の実質賃 対応についてでございますが、医療機関や介護サー

金は１６か月連続で減少となり、中でも、医療や保 ビス事業所、児童福祉施設等は、診療報酬などの公
育・介護の分野では、自助努力は限界を超えていま 定価格に基づき運営されており、事業者の経営努力
す。これらの分野に対する価格高騰対策を拡充・強 のみでは昨今の物価高騰に対応することは困難であ
化すべきです。知事はどう取り組むのか伺います。 ることから、道では、安定的な事業継続のため、国

の交付金を活用し、支援を行ってきたところでござ
います。
本来、物価高騰により増大した経費につきまして

は、公定価格で措置すべきものであり、広域分散で
積雪寒冷といった本道の地域特性も踏まえ、継続的
なサービス提供に支障が生じないよう、全国知事会
とも連携し、早期の公定価格への反映などにつきま
して国に要望してきたところでございます。今後、
国の経済対策も注視しながら、物価高騰の長期化に
より厳しい状況に置かれている医療機関等において
安定したサービス提供が図られるよう努めてまいり
ます。

（三）福祉灯油等への助成拡充について 【保健福祉部長】
昨年の冬、食費も暖房も節約し、室温が10℃に満 生活に困窮する方への支援についてでございます

たない中で耐え忍んだ多くの高齢者がいらっしゃい が、物価高騰により低所得の方々の生活が厳しい状
ました。燃料需要が高まるこの冬、命と暮らし・健 況にある中、道では、現在、「価格高騰等経済対
康を守るために、昨年以上の対策が必要です。福祉 策」として、市町村が給付を行う住民税非課税世帯
灯油への助成基準の一層の引上げ等を求めますが、 と所得に大きな差がない住民税均等割のみ課税世帯
どう取り組むのか伺います。 への独自の給付金の支給に取り組んでいるところで

ございます。
また、これから冬を迎える中、低所得の方々にと

って、暖房燃料費は家計への大きな負担となります
ことから、道では、いわゆる「福祉灯油事業」とし
て、燃料費などへの助成に取り組む市町村に対し、
地域づくり総合交付金により補助を実施していると
ころであり、より多くの市町村が、この事業に取り
組んでいただけるよう、引き続き、積極的に働きか
けるとともに、現下の社会情勢を踏まえ、国の経済
対策も注視しながら、低所得の方々が本道の厳しい
冬を安心して過ごせるよう支援に努めてまいりま
す。


